
○ 「万里の長城 Jを築かせたのは ?

「:θθ部隊」の謎 50万頭、軍馬の噺 き

2θ 19.5.1 横浜かながわ県民セ ンター

皮阜大学 平和学 今井雅巳
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くはじめに > <   >′ Jヒ方騎′馬民族の駿馬 r天高寒′馬肥」

「Iθθ部隊 J(イ チマルマル部隊)=謎 だらけの細菌戦在出部隊 =

『日本陸軍歌医部史』 2000年 3月 31日 刊行 紫陽会

第 5章 支那事変および大東亜戦争  (昭和 12年 より昭和 2θ 年終数に至るまで )

7起 因に就では付録近代軍事史優覧を参照されたい。

2出 征軍馬衛生史、纏まつた資料かないため本書第一編七章獣医部関係機関復員記中、支那派遣軍復

員に伴う獣医部業務報告の軍馬衛生統計表がた表的なものと認められるので参照されたしヽ。(以上)

竜図的に記録を残 さなかつたのは ?   写真 f東亜防疫会議 「100部隊」で 昭和 15年 9月

「rθθ部隊」を伝える著作 研́究論文極 めて少なく、隊長 隊́員の戦争貴fI追及t皆矢

・『二千人の生体実験』島材 番 原書店  1967年 (昭和 42年)3月

『́細菌級の罪』イ17/だ 将官収容所虜囚記 二友一男 秦流社  1987年 4月

『́証言 人体実験』松材嵐夫 `鬼鳴俊郎 。江田定治 月文館  1991年

『́戦争と幾病』731部隊のもたらしたもの 工璽いづみ 本の二社  1997年

 ́畷M)工場』隠叢 された 731部隊  シエリげ ン H́″ 川ス 懇 ヨ召二訴こ オ白書″〕 1999`F

・『検証 人体実験 73:部隊 ″ナチ医学』 ノ|ヽ俣和一郎 第二文明社 2003年

<馬と人の交流史 >

*馬 (エクウス・キヤベ Jじス 体計 40～ 150c″)の進イヒ

ヒ́ラコテリウム・メンヒツプス
′ミオヒツプス・メ リキ ツプス・プリオヒツプス

体 高   4θ 釧         60釧         75卸            "C″           122C″

*故事成語
「粛船‖ヒ馬」「塞翁が馬」「千里の馬J「死馬の賣11馬鹿 J「膜尾に付す」

「馬耳東風」 I丙午 ]

r碑肉の嘆 J「瓢箪から駒が出るJ「人生は白駒の隙 1「お仙泣かすな馬肥やせ 1

「馬に )ま乗 つてみよ、人には添うてみよ J

*最高の伴侶 fワ ツトにより慕気機関が発明されるまで、馬は人にとり、最大の動力提供。

高速移動 (乗′5)、 大量荷物運搬 (駄馬・軌馬 )、 食糧 (楼肉 )、 皮革原料、漢方薬 (骨 )

肥料 (骨)等、あらゆる分野で人類 に貢献。
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*′馬の徹

昧́ ″鳥齢 寿命 4牡′鶴♂牝′馬♀・ 扇′馬=去勢・耐塞耐暑 ′性質 知́ Att

く騎兵隊 =陸軍の花飛 ′軍馬の活躍あればこそ >
・馬は 『活兵器』 =「人は 1鏡 5F■、馬は 200ハ 1´ 人馬一体

シ́ベリア出兵 「日本の軍馬は猛獣な り1西欧列強から嘲笑→軍馬の改 良へ (外国鳥交配 )

馬́産農家 (2歳まで育成 )
・軍′馬補充部 (東京本部 り́|1上・91路 十́勝 根́査 `二本木 ´白河・高鍋 雄́基 8支部 )

く軍馬二種 >

乗馬 (軽種)r将校を乗せ高速移動。サラブレンド・アラブ イアングロアラブ ギ́ ドラン

駄馬 (中間種 )r荷駄鞍上に 90短ほどの荷物 を載せて運ぶ。アングロノ」レマン ノ́ヽク■―・

トロッター ノ́ニウス ′フリオソー・ノーススター

軌馬 (重種 )r荷馬車 に 2θO kgほ どの荷物 を載せて挽 く。ベル シュロン・

クライデスデーリレ

く日中戦争における軍馬 >

100万人の兵士 と 50万頭の軍馬

軍馬の鰈

部隊編成 と軍馬

軍馬の移送 ・列車 輸́送船

子ιこラ ッベ ・ 2↓こヨーチ iン・ 3ιこテ ッチレ

「テ ッチンJの労苦
『愛馬迪軍歌』

曖 馬の日」

「軍二軽重無ケ レノヽ則チtフ J『孫子』 (中国古代兵書 )
皇軍の後方支援軽視 r「糧珠は政 に求む1=中 国農民の虐殺
r軽重輸卒が兵隊ならば、蝶々蜻怜も鳥のうち J

「軽重輸卒が兵隊ならば、電信柱に花が咲くJ

勲章受章馬 「勝山号Jの帰郷
*敗戦時の軍馬の運命 =帰還 した軍馬は I tttな し。

シベリア抑留での其会

<電話番号 1番 >

日本各地の聯隊 電話番号 =各局番 1番

東京麻布聯隊=2番
麻布獣医学校 =:番
「白雪号」天皇裕仁 の乗馬を飼貧・管理

病 気

l.oer-

Z

ブラブヽレ

ギトラン

代表的執馬 ハクニー



く関東軍軍馬防寝蔵 と関東軍防疫給本部 >

「lθθ部隊1と 「731部隊1 1936年 に入良の命令 により細菌戦λ島部隊 として発足

鴨 疫研究処 14「大陸科学院1との関係

く100書卜爾奥σ〕潮腱甚尋>

所在地 r新東 (長春)郊外孟家屯  ́ 雛
飼育軍馬 r実験用軍馬常時 〔θθθ頭 を飼賞  病馬 と中国農民から盗ただ中国馬

隊長 7代 6名 ①ノ1ヽ野緯道 ②安逹誠太郎 ③島橋隆篤 ④並河才二 ⑤鳥島一雄
⑥並河才二 ②若松衣次郎

研究員′高橋雷次郎・斎藤式夫′井田済 `′ |ヽ野豊 中́材良一 ′宍戸英男 ^藤田勝正
″阿部・

二宅鷹雄・ノ|ヽ林t郎 二́友一男 平́櫻全ft~

く細菌研究 >

炭疸菌 牌脱疲 危性伝染病 2～3日の潜伏期間 40度以上の高熱 死亡率 rOθ%

鼻痕菌 革蹄数の接触鹿染症 特効薬治療法な し 「マイン点唄反丈」で発見 し殺処分

牛疫菌 牛敗血症ウイルス 危性伝染病 群‐薫 7n～父n鏃

羊痘菌

赤縫菌

モザイク

く人体実験 >

死馬の貴

実 戦 使 用  ‖↑‖機‖脇 肌 骰

中略 剛 雉 川 剛

イタチの最後屁

くへ八ロフスク軍事裁判 >

高́橋隆篤 `二友一男・平櫻全作

`裁判音声を ,『偽満良宮博物院』カ
ミ入手、公闘ヘ

<陸軍歌医師の戦後 >

歌医師養成学校 」島等農林学校 =軍馬対象の獣医師緊危義成

敗軌時に帰回 した軍′場な し=日本 に農者のしヽなくな った歌医師 → (人間 )の EAl者ヘ

新たな就職先 r製薬会社・動物実験 チ́レベレジー ′日本モレキーセンター ″動物園

京都大学霊長類研究所

く通現代への話響 >

`ベ トナム戦争 曜螺騨jJ 4鳥インフ」Lエレザ  ・豚 コレラ  “OII請掌園歌医学部新設
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く 「却θ懲髯膨奥1 の謎 >

隊長のその後は ?

歌医師 ′研究員は 7

科学者 植́物学者は ?

研究データはどこに ?

郵あこ裁申」?

歴史資料 はどこに ?

責任追及 と戦後 日本 の在 り方 因片 3:坐在被告席 上的 12

<長各 傷́満皇宮諄物院 「10θ 部隊Jの調査研究と新農示 >

私 どtの課題 =日本 (天皇)の戦争責任 国́際法違反の細菌戦の実菱解明
*『侵率 日軍第 731部隊罪証陳列館』r731部隊の追及 ・調査研究→世界遺産登録ヘ

『留守名簿』の刊行により、新たな研究の進展が期待される。

*『傷満皇宮博 P/J院』
'満
り`‖回時代の競馬場跡 r長香に生存する馬 33頭、ここに飼育 して

いるのが長春に生存 している馬の全て *馬 車による荷物運搬は皆棄
『侵革 日軍第 lθθ部隊細菌戦陳列館』 lθθ部隊の調査研究を績力的に実施

今後の課題 =晨示ル員始 2018.8´ 15→ 12.13→ 2θ 19.( .)

『雲粛雀漠西抗戦記食館』の 「lθθ部隊1展示内容 ? 確識調査中

獣医行李第 4号 (深緑箱に赤積の印 )

二、際列概況

Kイ

`:ド

人民政府主亦 ,カミ北沿ド11史防夕」備承亦。本北沿陥Jl除列備基本助t列之一。

按ltt Kイド
'|∫

政府的要求 ,4/1iヵく北沿筵1史際列竹二楼り「‖辛=ι 題展月
・,用 以挙亦侵学 1l T第 100部臥4H菌哉」1

文勧〔グ1。 り漣サ1・粕|み (1000 「` 方米 ,サ 1丸1展 IL文物
800余件、〃j史照,1500余 ll,4南 以口述史料、音像資料れ |‐支li]・

2018イド12月 初ブ十展。

く哀 れ、 中国人陸 に消 えた軍馬 の噺 き >

中国大陸へ、列車で、輸送船で送 り込まれ、『活兵器 ]と して較場 に駆 り出され、荒野 に発れた軍馬。

中国の風土病、伝染病 に罹農 し、細菌戦研究の実験動物 ・研究材料 として殺 された軍馬。

中国大陸を駆け巡 り、敗戦耽 ιま式器 として式装解除され、大陸に理された軍馬 .

中働農鼠に馨1き取 ら槙、豊糾馬として余生を過 ごしたかt知れない軍馬 .

敗戦後のどさくさに、食糧難の日本兵に食べられて仕舞つた軍馬。

シヘ リアヘ連行 され極寒の地で労働の果でに難れた軍馬。

軍馬や泉れ。軍馬の噺きに耳を慎け、軍馬の立場から曰中戦争の実相に迪 りた しヽ。

日本軍・良軍の最かな倶略戦争により、犠牲 となられた中国人員に生から謝罪 し、

真理を探究 し、後世に伝えねばならぬ。私たちは『加害民族の末憲』であると.

この自党を持つために、日中戦争をあらゆる角度から検証 し、その真案を知ろう。

中国大陵に果でた 50万頸 の軍馬の噺きを通かな時を経て、くの中で腱きなから。
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名 日本哉犯。


